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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

３
月
21
日
（
土
・
祝
）
午
後
６
時
30
分
〜

会
場　

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
Ｆ
会
議
室　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中
央
病
院
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

北
河
内
地
区
総
会
・
記
念
講
演

口
腔
外
科
シ
リ
ー
ズ　

出
血
と
止
血

日
時　

４
月
25
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　

保
険
医
会
館　
　

会
費　

無
料

講
師　

 

中
村
正
男
氏
（
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会

事
務
局
次
長
）

定
員　

50
人

都
構
想
っ
て
何
？　

く
ら
し
は
ど
う
な
る
？

―
大
阪
市
を
な
く
し
て
区
に
再
編
す
る
住
民
投
票

日
時　

４
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

会
場　

Ｕ
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
テ
ル
２
階
第
２
会
議
室

　
　
　
（
近
鉄
奈
良
線「
河
内
小
阪
」駅
下
車
北
へ
徒
歩
５
分
）

講
師　

上
田
秀
人
氏
（
八
尾
市
開
業
・
時
代
小
説
家
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

定
員　

30
人

東
大
阪
・
八
尾
・
柏
原
地
区
総
会
・
記
念
講
演

上
田
秀
人
氏
文
化
講
演
会 

日
時　

３
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

会
場　

 

サ
ン
ス
ク
エ
ア
堺
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線
「
堺
市
」
駅
下
車

徒
歩
３
分
）　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

濱
田
傑
氏
（
近
畿
大
学
医
学
部
附
属
病
院
歯
科
口
腔

外
科
教
授
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
総
会
・
記
念
講
演

顎
関
節
症
と
顎
関
節
脱
臼
の
鑑
別
診
断
と
治
療
の
実
際

日
時　

３
月
28
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

会
場　

 

高
槻
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
各
線
「
高
槻
」
駅
徒

歩
７
分
）　
　

定
員　

50
人

講
師　

 

加
藤
裕
彦
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
歯
科
麻
酔
学
講
座
講

師
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

三
島
地
区
総
会
・
記
念
講
演

医
療
安
全
対
策
講
習
会
〜
医
療
事
故
・
偶
発
症
へ
の

対
応

日
時　

３
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

野
阪
泰
弘
氏
（
芦
屋
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
治
療
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン

ト
を
考
え
る
―
ト
ラ
ブ
ル
を
如
何
に
回
避
す
る
か
？

談
話
室　

だ
ん
わ
室

談
話
室　

だ
ん
わ
室

　

自
分
が
直
面
し
て
い
る
患

者
さ
ん
の
歯
周
病
に
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
す

る
べ
き
な
の
か
迷
う
こ
と
が

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

久
し
ぶ
り
に
自
分
が
生
ま

れ
た
田
舎
へ
行
く
こ
と
に
な

っ
た
。
奈
良
県
天
理
市
福
住

だ
。
小
中
学
生
の
夏
休
み
に

数
回
遊
び
に
行
っ
た
。
最
後

に
行
っ
た
の
は
、
祖
父
が
亡

く
な
っ
た
四
十
数
年
前
だ
っ

た
。

　

車
で
行
っ
た
が
、
母
で
さ

え
道
が
わ
か
ら
な
い
程
の
山

道
で
地
元
の
人
で
な
い
限
り

通
ら
な
い
で
あ
ろ
う
田
舎
道

だ
っ
た
。

　

家
は
風
雨
で
朽
ち
果
て
、

取
り
壊
さ
れ
更
地
に
な
り
、

桜
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い

た
。

　

そ
こ
に
立
っ
た
時
、
意
外

に
狭
い
と
思
っ
た
。
子
ど
も

の
目
に
は
大
き
な
家
で
家
の

前
に
は
小
川
が
流
れ
て
い
た

と
思
っ
て
い
た
が
、
記
憶
と

現
実
が
ど
う
も
結
び
つ
か
な

い
。

　

昔
、
山
の
上
に
城
跡
が
あ

っ
た
。
裏
山
へ
登
っ
て
、
ク

ワ
ガ
タ
採
り
を
し
た
思
い
出

が
あ
る
が
、
今
は
木
が
生
い

茂
り
山
道
す
ら
無
く
な
っ
て

い
る
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
屋
根
は

　

昔
は
自
宅
で
出
産
が
普
通

だ
っ
た
の
で
、
母
も
私
を
そ

の
家
で
生
ん
だ
。
し
か
も
二

週
間
後
に
近
所
が
火
事
に
な

り
危
う
く
類
焼
し
か
け
た
の

を
大
勢
の
村
人
に
消
し
て
も

ら
っ
た
と
聞
い
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
生
ま
れ

た
だ
け
の
場
所
だ
が
、
考
え

て
み
る
と
本
当
に
不
思
議
に

思
う
。
そ
し
て
、
自
ら
歯
科

医
師
に
な
り
た
い
と
思
い
、

願
い
が
叶
っ
て
な
れ
た
。
子

ど
も
も
成
長
し
て
代
々
家
族

が
引
き
継
が
れ
て
い
く
の
か

と
思
う
と
、
祖
先
に
思
い
を

馳
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
。
人
は
今
し
か
見
え
て
い

な
い
。
私
は
、
何
の
た
め
に

生
ま
れ
て
き
た
の
か
時
々
考

え
る
。
何
か
役
割
を
持
っ
て

生
ま
れ
て
い
る
の
な
ら
、
自

分
と
関
わ
る
人
が
少
し
で
も

幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
私
が

行
動
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

　

家
族
、
友
人
、
ス
タ
ッ

フ
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
、
ま

た
い
ろ
い
ろ
関
わ
っ
て
も
ら

っ
て
い
る
方
に
感
謝
し
、
生

き
て
い
き
た
い
。
日
々
の
仕

事
に
追
わ
れ
人
生
を
振
り
返

る
こ
と
は
、
め
っ
た
に
な

い
。
自
分
の
ル
ー
ツ
に
思
い

を
馳
せ
る
の
も
、
お
も
し
ろ

い
。
母
に
昔
の
話
を
聞
い
て

私
は
そ
う
思
っ
た
。

　

吉
村
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
回
は
川
越

善
人
先
生（
淀
川
区
）で
す
。

茅
葺
で
台
所
は
か
ま
ど
で
大

き
な
水
瓶
が
あ
っ
た
。
裏
に

蔵
が
あ
り
、
壊
す
と
中
か
ら

皿
や
刀
が
出
て
き
た
そ
う

だ
。
大
皿
は
今
も
家
宝
に
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
歯
科
雑
誌
を
見
て

い
る
と
歯
周
外
科
と
り
わ
け

再
生
療
法
の
記
事
が
花
盛
り

で
あ
る
が
、
本
当
に
再
生
療

法
を
し
な
け
れ
ば
歯
周
病
は

治
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
疑
問
も
持
つ
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

症
例
の
中
に
は
そ
の
よ
う

に
し
た
方
が
、
経
過
が
良
い

こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ

う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
歯
周
治
療
の
ほ
ん
の
一

部
で
、
６
㍉
程
度
の
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
で
あ
れ
ば
歯
周
外
科

を
し
な
く
て
も
歯
周
基
本
治

療
で
ほ
と
ん
ど
Ｓ
Ｐ
Ｔ
可
能

に
な
る
。
７
㍉
以
上
あ
っ
て

も
単
根
歯
で
あ
れ
ば
ほ
と
ん

ど
は
歯
周
基
本
治
療
で
長
期

に
わ
た
っ
て
歯
を
保
存
す
る

こ
と
は
で
き
る
。
私
た
ち

は
、
ず
っ
と
そ
の
よ
う
に
や

っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の

状
態
を
ず
っ
と
維
持
し
て
き

た
。 

　

そ
の
こ
と
が
、
患
者
さ
ん

の
信
用
を
得
て
、
地
域
の
方

々
の
信
頼
に
結
び
つ
い
て
き

た
こ
と
は
大
き
な
財
産
だ
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
そ
の
考
え
方
、
症

例
の
診
か
た
、
注
意
点
、
手

技
、
そ
の
練
習
法
、
評
価
の

仕
方
等
を
臨
床
例
を
交
え
て

私
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と

１
．
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
６
㍉
を
基
本
治
療
で
き
っ
ち
り
治
す

　

①
歯
周
基
本
治
療
で
ほ
と
ん
ど
の
歯
周
病
は
治
る

　

②
長
い
上
皮
性
付
着
を
つ
く
る

　

③
歯
周
基
本
治
療
で
歯
槽
骨
も
再
生
す
る

　

④
歯
周
基
本
治
療
で
歯
肉
も
再
生
す
る

２
．
歯
周
基
本
治
療
８
つ
の
ス
テ
ッ
プ

３
．
歯
周
基
本
治
療
で
治
り
に
く
い
も
の
と
は

４
．
根
分
岐
部
病
変
と
咬
合
性
外
傷
と
の
関
係

５
．
咬
合
性
外
傷
へ
の
取
り
組
み を

具
体
的
に
お
話
す
る
。

　

し
か
し
、
ほ
ん
の
一
部
で

は
あ
る
が
歯
周
基
本
治
療
で

治
り
に
く
い
も
の
も
あ
る
。

　

歯
周
基
本
治
療
で
治
り
に

く
い
も
の
の
多
く
は
咬
合
性

外
傷
と
根
分
岐
部
病
変
に
関

連
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に

思
う
。
咬
合
性
外
傷
と
根
分

岐
部
病
変
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
い
と
思
う
。

　

日
歯
連
が
石
井
み
ど
り
参

院
議
員
（
自
民
）
の
後
援
会

に
政
治
資
金
規
正
法
に
触
れ

る
献
金
を
し
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
り
、
歯
科
界
へ
の
不

信
を
招
く
重
大
事
と
批
判
さ

れ
て
い
る
。

　

日
歯
連
は
、
２
０
１
３
年

に
石
井
後
援
会
に
４
５
０
０

万
円
を
渡
し
て
い
た
。
寄
付

金
の
法
定
上
限
は
年
５
０
０

０
万
円
。
そ
こ
で
西
村
正
美

ヤ
ミ
献
金
事
件
と
騒
が
れ
た

こ
と
を
契
機
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
、
二
度
も
疑
惑
に
ま

み
れ
た
恥
ず
べ
き
も
の
で
あ

る
。

　

日
歯
連
は
迂
回
で
な
い
と

主
張
す
る
が
、
３
団
体
の
代

表
は
す
べ
て
日
歯
連
の
高
木

幹
正
会
長
で
、
事
務
所
も
電

話
も
事
務
担
当
者
も
同
一
で

あ
る
。
政
治
資
金
に
詳
し
い

上
脇
博
之
教
授
（
神
戸
学
院

大
学
）
は
「
明
ら
か
に
迂
回

献
金
に
あ
た
り
法
に
触
れ

る
」
と
言
う
。

　

劣
悪
な
保
険
診
療
の
改
善

に
は
歯
系
議
員
も
必
要
だ

が
、
政
策
を
金
で
買
う
の
で

は
な
く
、
歯
科
関
係
者
全
員

が
一
致
協
力
し
て
実
情
を
明

ら
か
に
し
、
各
々
の
立
場
か

ら
改
善
方
法
を
具
体
化
し
、

共
同
し
て
運
動
を
盛
り
上
げ

る
努
力
が
緊
急
に
必
要
で
あ

る
。

参
院
議
員
（
民
主
）
の
後
援

会
に
５
０
０
０
万
円
を
寄
付

し
、
即
日
そ
こ
か
ら
同
額
が

石
井
後
援
会
へ
寄
付
さ
れ

た
。
こ
の
上
限
は
10
年
前
、

自
民
・
橋
本
派
へ
の
一
億
円

300

祖
先
に
思
い
を
馳
せ
る

吉
村　

禎
浩
（
淀
川
区
）

絵　藤田　進 （河内長野市）

日
時　

４
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

歯周基本治療の可能性と限界

歯科界への不信招く

谷口威夫（長野県長野市開業）

茨木市・永田悦夫

４月度生涯研修抄録


